
 

 

    

 

 

みんなの心が密になった修学旅行  

１２月８日（火）～１０（木）に、２年生が広島・山口へ修学旅行に行ってきました。

例年、太宰府市と友好都市である奈良を中心とした関西方面に行っていましたが、今年は

新型コロナウイルス感染症が流行しており、感染リスク等さまざまな点を考慮し、市教育

委員会と相談した結果、バスによる広島・山口への修学旅行となりました。  

スローガン「ＭＡＫＥ ＳＴＯＲＩＥＳ～三密さけても心は密に！家族愛はソーシャル

ディスタンスを超えて～」のもと、１２名の修学旅行実行委員を中心に全員でコロナ感染

対策等についてしっかり準備を進め、当日を迎えました。  

 一日目は、３クラスの生徒が５台の貸し切りバスに分乗し、昼頃広島に到着しました。

昼食でお好み焼きを食べた後、今回の修学旅行のメインの学習の一つとなる原爆資料館を

見学しました。事前に平和学習を行ってきたものの、実際に資料館を見学してみると原爆

の恐ろしさに身がすくむ思いで、平和の尊さを改めて実感せざるを得ませんでした。平和

記念公園を地元のガイドさんの案内で見学し、最後に、原爆の子の像の前で、原爆で亡く

なられた人々のためにみんなで折ってきた千羽鶴を納め、平和を祈りました。  

 二日目は、午前中広島城や縮景園を見学し、午後はフェリーで日本三景の一つ宮島に行

きました。地元のガイドさんに厳島神社まで案内してもらった後は、班別に自由散策と買

い物の時間になりました。夜はレクリエーションの時間もあり、子ども達はしっかり楽し

み、絆を深めることができたようです。  

 三日目は、岩国市の錦帯橋に行きました。そこで、全員で記念写真を撮りました。そし

て、予定通り太宰府東中に無事帰ってくることができました。今年はコロナ禍の中での修

学旅行でしたが、子ども達は三日間を通して、たくさんのものを見て、聞いて、体験し、

お互いに絆を深め、楽しい思い出をつくってくれたことと思います。この経験と学びを自

信にかえ、学校のリーダー学年としてこれからの太宰府東中をしっかり引っ張って行って

欲しいと思います。  

 

生徒会が取り組んだ赤い羽根共同募金活動 

 １２月１４日（月）～１８日（金）まで、生徒会の取組として赤

い羽根共同募金活動を行いました。生徒会役員が、朝は生徒昇降口

で、昼は各教室をまわり募金を呼びかけました。生徒や先生の協力

のおかげで今年は１２，５２０円の募金が集まりました。たくさん

のご協力ありがとうございました。  

 

【令和３年度新入生の制服についてのお知らせ】  

令和３年度から太宰府市の新しい制服が採用になりますが、制服の採寸は中学校では

行いません。制服の採寸は、各販売店で行われます。  
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